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研究成果の概要（和文）： 

 本プロジェクトでは、全国規模の家族の縦断調査である「全国家族調査」（1998 年、2003 年、
2008 年）データを用い、家族と仕事、世代間関係の動態、家族形成と育児、階層・ネットワー
クの 4 領域に関して分析を行った。多くの分析結果を要約すると、第一に、夫婦関係（妻の就
労、夫の家事分担、夫婦関係満足度など）に大きな変化はみられない。第二に、家族形成には
大きな変化があった。非典型的家族、つまりステップファミリーなどが増加している。第三に、
非典型的家族は不利なことが多い。特に子どもにとって不利である。 
 
研究成果の概要（英文）： 

In the project, we used the national sample time series data “National Family 
Research of Japan (NFRJ98,03,08)”and analyzed on “Work and Family”, “Dynamics of 
Intergenerational Relationships”, “Family Formation and Child Care” and “Social 
Stratification / Social Networks”. Summarizing results of analyses, first, marital 
relationship (wives work, husband’s domestic work, marital satisfaction and so on) 
remains virtually unchanged. Second, family formation changed greatly. Non-traditional 
families(stepfamily, one parent family) increase. Third, non-traditional families in 
adverse condition. Especially children in non-traditional families in adverse condition.  
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１．研究開始当初の背景 
 家族の変化、多様化などと当たり前のよう
に記されることが多いが、実際にはどのよう
に変化したのか、あるいは変化したのかどう
かを明らかにされていない。社会問題につい
て考える際に、家族についてデータに基づい
た知見が必要となる。 
 
２．研究の目的 
 家族と仕事、世代間関係の動態、家族形成
と育児、階層・ネットワークの 4領域に関し
て明らかにすることが本往路ジェクトの目
的である 
 
３．研究の方法 

全国規模の家族の縦断調査である「全国家
族調査」（1998 年、2003 年、2008 年）データ
を用いた。データの整備を進めながら、研究
会活動を活発に行ない、さらに学会などで発
表することによりメンバー以外の行くこと
ができた。 
 
４．研究成果 
 本プロジェクトでは、多くの分析結果を要
約すると、第一に、夫婦関係（妻の就労、夫
の家事分担、夫婦関係満足度など）に大きな
変化はみられない。第二に、家族形成には大
きな変化があった。非典型的家族、つまりス
テップファミリーなどが増加している。第三
に、非典型的家族は不利なことが多い。特に
子どもにとって不利である。他にも多くの知
見が得られている。 
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